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大学院人間生活学研究科（ 年 ）

学位 修士（経済学）（滋賀大学、 年）

学歴・職歴
滋賀大学経済学部卒業、滋賀大学大学院経済学研究
科修士課程修了（経済学修士）、京都大学大学院経
済学研究科後期課程退学（単位取得退学）、高知大
学人文学部教授を経て、 年 月より現職

専門分野 社会保障論、福祉行財政論、地域福祉論

所属学会 社会政策学会、日本社会福祉学会、等

講義科目
【学 部】社会保障論、福祉行財政と福祉計画、低

所得者に対する支援と生活保護制度、福
祉研究演習、地域福祉活動、社会保障と
看護、保健医療福祉論、土佐の健康と福
祉、現代社会論

【大学院】福祉行財政論、人間生活福祉政策論、課
題研究演習

研究
研究テーマ
社会保障制度の公共性と持続可能性の両立に向けたシステム研究
地域福祉（活動）計画における住民参加型地域づくりの形成要因
アマルティア・センの福祉経済理論と人間発達の社会指標化に関す
る研究
限界集落における高齢者の生活実態と孤立問題
研究概要
年金、医療、介護、障害者福祉、児童福祉、生活保護制度等の社会
保障制度が国民の生活困難を解消する公共性を保つ一方で、行財政
的にみて安定する持続可能性を保つための制度改革課題と方向を明
らかにする。
地域福祉活動計画や地域福祉計画の策定、実行、評価の各プロセス
において、住民の実質的な参加を可能とし、住民による住民のため
の地域づくりを実現、具体化するための条件と方法を明らかにする。
アマルティア・セン（ ）の福祉経済理論を援用しながら、
国連の人間開発指標の課題を克服しつつ、人間発達の社会指標化の
精緻化を図りつつ、人間発達の社会保障理論の構築をめざす。
限界集落における高齢者の孤立問題と生活支援課題を明らかにす
る。
相談可能な領域
社会保障各分野（年金、医療、介護、障害者福祉、保育、虐待防止、
生活保護、ホームレス支援、等）の制度内容、政策動向、制度改革
課題と方向
市町村における地域福祉活動計画や地域福祉計画の策定・実行・評
価の方法、
地域における地域福祉活動や地域づくりの具体化と方法
キーワード
社会保障、年金、医療、介護、障害者福祉、保育、虐待防止、生活
保護、ホームレス支援、地域福祉、地域福祉活動計画、地域福祉計
画、アマルティア・セン、人間発達、限界集落、高齢者の孤立化

主な功績

主要研究業績等
田中きよむ 人間の福祉と社会保障─アマルティア・セ
ンの福祉経済理論に寄せて─ 日本福祉文献学会研究
紀要 第 号、 （ 年）
田中きよむ 社会保障制度改革と地方自治体 住民と
自治 年 月号、 （ 年）
田中きよむ・玉里恵美子・霜田博史・水谷利亮 限界集
落における孤立高齢者への生活支援（上） 高知論叢
第 号、 （ 年）
田中きよむ・玉里恵美子・霜田博史・水谷利亮 限界集
落における高齢者の生活実態と孤立問題 、 高知女子大
学紀要 号、 （ 年）
高知県社会福祉協議会 つなぐ福祉力 の向上をめざ
して 点・円・面の支援における社会福祉協議会職員の
役割・専門性とは 平成 年度高知発地域福祉実践研
究会報告書、 年（田中 ）
高知県社会福祉協議会 地域の笑顔が私の活力 高知
型地域支援ワーカー研修の実施に向けて 平成 年度高
知発地域福祉実践研究会報告書、 年（田中 ）

主な著書
田中きよむ 少子高齢社会の社会保障論 頁、中央
法規出版、東京、 年
荒川智・越野和之編障害者の人権と発達 頁、全国
障害者問題研究会出版部、東京、 年（田中

）
平岡和久・森裕之・初村尤而編著 財政健全化法は自治
体を再建するか 頁、自治体研究社、東京、 年（田
中 ）
（単著）
田中きよむ 改訂版 少子高齢社会の福祉経済論 頁、
中央法規出版、東京、 年
田中きよむ 少子高齢社会の社会保障論 頁、中央
法規出版、東京、 年

主な社会的貢献など
運営適正化委員会委員、高知市社会福祉審議会民生委員
審査専門分科会会長、高知市国民健康保険運営協議会委
員、高知市福祉有償運送運営協議会委員、県内市町村地
域福祉（活動）計画アドバイザー、高知県介護ケア研究
会会長、全国障害者問題研究会高知支部長、障害者自立
支援法施行後の実態調査研究会座長、高知県社会保障推
進協議会会長、高知県保育運動連絡協議会会長、ホーム
レス支援と貧困問題を考える高知の会代表、等
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